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卸

01曙 8σ爵 oα と Cryptodactyi？ms との 二 屬 の Diaglloseを薪 に 却 へ る こ とが 出 來

た
。

　 本 科の 幼蟲 を幾 つ か の 型 に分 け る こ とは 、
BURKE

，
　 H ．　E ．や ESCIIeRICH

，
　K

（1923）が 行 つ て ゐ るが 、 之 等 は何 れ 竜少 し物 足 b な v 所 が あ る の で 、 著者 は 之

を 次 の 三 型 に 分 け る の が よい と思 ふ 。

　 （1）　第一 型 （タ マ ム シ 型 ）
一

オ タ マ ジ ヤ ク シ 形 。 前胸 は 大 i變 蒲雫 で 非常に 礦

　　　 大 し 、 圓 盤 釈 。 中後 兩 胸 は 短 く、 横 位 e 前胸 は 中後 兩胸 、 及 び 時 に は

　 　　 第
一

腹 環 篩 と共 1こ幅廣 い 頭樣 、 殘 うの 腹 環 節 は 尾腴 附 屬物 の 觀 を 呈 す

　　　 る 。 第十 腹環 節 ば 圓 く、 非常 に 小 き く、 後 端 ｝ua 肛 門 の 縱 の 切 目が あ

　　　　b 、 叉 駿突起 を有 しな V
。 前胸 硬 皮板 は 大 き く、 よ く發 逹 す る 。 體 に

　　　 覇 毛 多 し。 樹皮及 び 木 質中に 穿 孔 。 蛹 室 は外 部 と一 個 の 逋 孔 を有す る

　　　 に過 ぎな v ・
． （Ohrysoclzアoα

，
　Chaleophora

，
五ampra −

，
0加 ン80 乙o撫 面

　（2） 第二 型 （ナ ガ タ マ ム シ 型 ）
一

大 體 圓筒形
。 前 胸 は 僅 に 稲卒

。 殘 bの 環 節

　　　 は 斷 面 賂 々 圓形。 中後 兩胸及 び 第九 、 十 腹濃節 を除けば約 同大 。 第十

　　　 腹 環 篩 は一一uaの 張 くキ チ ン 化 し尢 叉朕 突 起 を有す る
。 前胸硬 皮板 は 餘

　　　 う發 逹 しな い
。 體の 刺毛 は比 較 的少 い

。 樹皮及び 木質中に 穿 孔
， 蛹 室

　　　 は 外部 と二 個 の 逋 孔 を有 す 。 （α
辱
ンP翻 α吻 醜 Ag ・rilus ）

　（3）第三 型 （チ ビ タ マ ム シ 型 ）一 楔 形又 は 紡錘 形 。 極 め て 扁李 。 醴の 各環 節は

　　　 兩側 方 に突 出 して 境 目は 到 然 。 叉状 突 起 は な い
。

ambutat 。ry 　 tnbere ］es

　　　 肇達 。 葉 肉内 に潜 入 す 。 蠕 化 は 葉 中1こ1起る。 （TraehLts）

　斯様 に型 を判 つ こ とは分 類 學上 有蠧 なば か うで な く、 生 態 事實 と極 め て 密接　　 1

な 開係 の あ る點 で 興 味 深 い
。

　食餌植物 と して は タ マ ム シ
、

ム ヅ ボ シ タ マ ム シ
、

ク リ ヒ メ タ マ ム シ の 上 記 の

食餌 は すべ て新記錐 で あ る
。

　幼 蟲の 食性 を 邇觀 す る と 、 助 覗 緩 を除 い た他 の もの は 枯死 乃至 衰 弱せ る 樹

木 を而 も多 種 類 に 亘 つ て食 す る もの が 多 く、
護gr翫 幅 は 概 して生 木 の

、 且 つ
，

限定 され た種 類 を食 す る樣 で あ る
。 從 つ て 應用酌 に云 ふ と 、 前者 は 第二 次 害蟲

を 、 後 者 は 第一 次 害 蟲 を多 く含 む 樣 に思は れ る
。

而 して 、 數 の 上 で は後 者が 多　　　 ・

く、 其 の 食 餌植物 中乙こは 果 樹 や 庭 園樹 、 街 路樹等 を 多 く含ん で ゐ るか ら、應 用

昆 蟲學 上 なか 家か 輕 覗 すべ か らぎる昆 蟲で あ る。

XII ．　 日本 に於 け る珍 ら しき昆蟲一一 種

北 　上 　四 　郎　（京都 ）

　Kashmir の 高 地 よ b得 られ た 双 翅 類 昆 蟲 よ b1922 年 一 科 Deuteroplde−

biidaeが F．　W 、　EDW ム RDs に ょつ て 設 立 きれ た
。
　 DeiLeerophgebia．？癬 α尻旛 な
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る 一屬一種 が 含 ま れ て ゐ る
。

つ い で Central　Asia 及 び Yellow　StOIle　Park よ

b その 種 と必 ぼ し き幼 蟲竝 に蛹 が 報 告 され て ゐ る。
1926 年 以後 日本 に於 て も

その科 の 幼 蟲蛹 及 0鞭 が 見 出 され 、 そ れ等 は あ そ ら く前 記 の 種 と同種 な らん と

思 は れ る が 、 積 極 的 同定 は δを得 て は じあ て 可能 な る もの と考 へ られ る 。 成 蟲

は 體 長 2mm あま b 、 その 翅 は 薄膜腴 で 正 常の 翅脈 を殆 ん ど缺 き、 その 代 め

に 極あ て著 い ρ 所謂 secondary 　venation を有 す る
。 觸角は 六 節 よ うな b 、 そ

れ は 9 で は極 め て短 小 で あ るが 6 で は 最 後の 節が 著 し く延 長 して 體 長 の 約 六 倍

も あ る
。 な ほ 口 器及 び 單眼 を缺 く

。 幼蟲 は蛹 化 近 き もの で 體長 約 4mm
， 體 は

扁卒 、 體節制 明 瞭 、 眞 頭性 に し て各胸節 も明 瞭 、 腹 部 に は 八 節が 認 め られ る。

第一一乃至 第七 腹節 の 外 縁部 は著 し く延 長 し 、 夫 々 その 先端部 に數 多 の 小 鈎 を有

す る
。 小 鈎 は 約十個 の 同心 的 の 環 を な して配 列 し 、 環 の 中心部 は腟 所 を な し、鈎

あ る部分 は ボ ケ ツ ト默 に 出 入 す る こ とを得 る
。 觸 角 は biramous 二 節 よ b な

b 、 第二 節は 不等 長の 背腹二 片 よ りな る
。

最 後の 腹節腹面 に は 五 個の 呼 吸絲が

あ る
。 蛹 は 長 徑約 2mm の 需李楕圓體 で 、 前胸 外縁 部に は 三 個 の 呼 吸 絲 あ る

一 甥 の 突 起が あ b 、 前中胸 部 の 背 中線 に 一 つ の 縫 合線が あつ て 、 そ の 線 を左 右

に 開 V て成 體 は 砌 化 す る
。 第三 乃至 第五 腹 節の 腹面 の 外縁部 に は 夫 々 一對 の 楕

圓 形 の 盤が あ b 、 それ に よつ て 體は 岩面 に膠着 する
。

叉 第一 第二 及 cx第六 第七

腹 部 の 外 縁 部 に は 夫 々 小 形 の 鏡 き棘 が 若 干 あ る
。 此 の 科 は 明 らか に 亜 目

Orthorapha−Ne 、vatecera 　ll屬 し 、 他 の 諸科 との 類縁 は 餘 り明 らか で な v ・が b そ　　 、

ら く Bl。ph ＿ e，idae に 近 き もの と考 へ られ る ．
日本 で は 京都 附 近 の 鞍 馬演 渉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝ クゴ

船 、 愛宕 、 坂 本、 信 濃の 徳本峠 、 越 中の 小瀬 峠 、 飛騨 ◎自川郷等 で 知 られ て ゐ

る が 、
ゐ そ ら く至 る 所の 山 間 の 溪流 に 見 出 され る 竜の と考 へ られ る

。
此 の 科 の

幼 蟲及 び 蛹 の 體制 は環 境 に よ く適 應 し、

一
般 溪流 動 物 と共 に 所謂 c。卿 ergence

の 現 象の 好適例 をな す もの で あ る
。　　　　　　　　　　　　

・

XIII ． 邦 産 シ リ ァ ゲ ム シ科昆蟲の 雄 の ゲ ニ タ
1
？ア に就 て

　　　　　　　　　　　 一 色 周 知 （臺北 ）

　第九 腹節の 附屬肢 な る生殖肢 gonos七yles は 二 節あ う
。 其 基節 basistyle8は

甚 だ 大 とな b基 孚で 左右 相癒着 し挿 入 器 aedeagus の 基部 を 圍 む 。 生殖肢 の 端

節 dististylesは 所謂鋏 を な す 。　 aedeagus は
一・

封の 腹 片 Ventral　valves と
一

對

の 背片 dorsal　valves 、と よ b な る 。 第 九腹 板 の 後 方 に 延 び て basistylesの 腹 側 　
・「1…

に 接 す る部 を hypalldrium
， 同 背 板 の 延 び て 戞asistyles の 背 側 に ある部を ll、1、

epiandrium と云 ふ 。 第十腹節は 尾 毛 eerci を有 し ep まandriUm ・ と basistyles

との 間 に位 す 。 第十
一 節 は 其先 に あ b て肛 門管 proctiger，を な す ．

N 工工
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